
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎学校での持ち物についてのお願い 持ち物は以下のように学校で統一させていただきたいと思いま

す。ご確認をお願いします。 

【筆入れの中】□けずった鉛筆５～６本  □消しゴム１こ  □定規（２年生以上） 

□赤鉛筆・赤ペン(５年生以上)  □ネームペン  □けい光ペン３色（５年生以上） 

【そのほか】□下敷き  □のり   □はさみ   □色鉛筆（クーピーなど）  □クレヨン 

□３０ｃｍものさし（２年生以上） □三角定規（２年生以上） □コンパス（３年生以上） 

 □分度器（４年生以上）  □国語辞典（３年生以上） 

中学年   学習時間の目安（４５分）  「認めて、ほめて、自信をつける」 

  ・あたたかい助言や励ましの言葉でやる気をおこします。 

  ・少しずつ自分でできるように支援していきましょう。 
 

家庭での援助  

  ○ 学習を始める前にテレビなどを消してください。 

○ 学習する場所を決め、整理整とんをさせ、集中して学習に取り組めるようにしてください。 

  ○ 宿題が全部終わったかどうか、確かめてください。 

 

こんなことも学習につながります。  

○ 子どもの生活経験を増やす。 

 ・定規やものさしで家の中にあるものを一緒に測ってみる。 

○ 社会や理科で学習する地域社会の文化や産業、自然などに触れる体験をする。 

     ・一緒に公園に出かけたり、博物館や図書館などに行ったりする。 

高学年   学習時間の目安（６０分）  「見守って、伸ばす」 

      ・「やればできる」という気持ちを持たせ、子どもの自尊感情を育てるように、認めたり 

励ましたりしましょう。 

・目標を決めて、努力できるように温かく見守りながら励ましましょう。 
 

家庭での援助  

○ 学習を始める前にテレビなどを消してください。 

○ 学習する場所を決め、整理整とんをさせ、計画を立てて学習を進められるようにしてください。 

○ 宿題が全部終わったかどうか、確かめてください。 
 

次のことにチャレンジすることも、学習につながります。  

○ 自分が決めた学習や弱いと感じたところ、興味をもった学習内容をすすんで勉強する。 

○ 家族の一員として、お手伝いや役割を決め、家庭科などで学習した内容を生活の中で実践した

り、生かしたりする。 

 

 

 

 

 


